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問　

利
用
者
の
声
は
ど
の
様

な
も
の
を
聞
い
て
い
る
か
。

答　

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
た
人
が
買
い
物
に
行
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん

で
い
る
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
取
れ

る
と
い
っ
た
よ
う
な
声
を

多
く
聞
く
。

問　

原
池
団
地
に
流
れ
込

ん
で
く
る
水（
大
雨
の
時
）

は
防
げ
る
の
か
。

答　

今
現
在
起
こ
っ
て
い

る
現
象
は
解
消
し
た
い
。
考

え
う
る
最
善
の
事
を
や
っ

て
い
く
。

問　

保
育
士
が
不
足
し
て

い
る
、
思
い
切
っ
た
方
策

を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
。

答　

改
め
て
新
し
い
方
策

を
模
索
し
て
い
く
。

問　

29
年
度
予
算
か
ら
で

は
か
な
り
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
。

答　

学
校
か
ら
の
要
望
も

上
が
っ
て
い
る
が
、
財
政

の
方
向
性
の
中
で
査
定
を

し
計
上
し
て
い
る
。

問　

厨
房
機
器
の
修
理
費
が

か
さ
む
と
聞
い
て
い
る
が
。

答　

築
46
年
を
迎
え
る
給

食
セ
ン
タ
ー
は
機
器
の
入

れ
替
え
も
難
し
く
こ
ま
め

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い

建
て
替
え
ま
で
持
ち
こ
た

え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

● 

職
員
の
接
遇
意
識
の
さ

ら
な
る
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
も

配
慮
し
た
適
切
な
職
場
環
境

を
構
築
す
る
こ
と
。

● 

各
施
設
の
更
新
・
改
修

工
事
前
に
早
期
の
点
検
を
行

い
、修
理
費
の
削
減
に
努
め

る
こ
と
。

● 

各
契
約
は
、特
定
の
業
者

に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、透

明
性
、競
争
性
を
確
保
し
経

費
節
減
に
努
め
る
こ
と
。

● 

高
齢
者
買
い
物
支
援
事

業
は
、住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
、本
格
運
営
に
向

け
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
。

● 

老
朽
化
の
児
童
館
及
び

借
用
中
の
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、子
育
て

支
援
拠
点
の
設
置
を
早
期
に

検
討
す
る
こ
と
。

● 

民
生
委
員
の
活
動
内
容
及

び
補
助
金
に
つ
い
て
は
、常

に
近
隣
市
町
の
動
向
を
調
査

し
、適
正
な
量
と
質
を
堅
持

で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

● 

ヒ
ナ
サ
イ
山
水
路
改
修
工

事
は
、早
急
に
工
事
を
完
了

す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

● 
農
業
政
策
は
、農
地
利
用

の
最
適
化
を
進
め
、自
立
を

目
指
し
た
経
営
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
。

● 

聖
徳
太
子
没
後
１
，

４
０
０
年
に
合
わ
せ
て
観
光

戦
略
会
議
を
早
期
に
立
ち
上

げ
、観
光
協
会
、商
工
会
等
と

一
体
に
な
っ
て
観
光
発
展
の

基
盤
を
作
る
こ
と
。

● 

定
数
に
満
た
な
い
消
防

団
員
の
確
保
に
引
き
続
き
努

め
る
こ
と
。

　

全
文
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

予
算
委
員
会
委
員

委
員
長   

橋
本　

恭
子

副
委
員
長   

首
藤　

佳
隆

委　

員   

井
川　

芳
昭

　

〃　

   

平
田　

孝
義

　

〃　

   

福
井　

輝
昭

　

〃　

   

堀　
　

卓
史

　

〃　

   

吉
田　

正
之

主
な
質
疑
答
弁（
抜
粋
）

審
査
意
見
（
抜
粋
）

●
高
齢
者
買
い
物
支
援
事
業

●
保
育
士
の
確
保

●
ヒ
ナ
サ
イ
山
工
事

●
小
学
校
備
品　

●
給
食
セ
ン
タ
ー

平成30年度一般会計予算
町 税 39億3,035万6,000円
地方交付税・交付金 24億 830万0,000円
国・県 支 出 金 23億9,745万1,000円
使用料・手数料など 7億9,058万4,000円
町 債 10億9,880万0,000円
繰 入 金 11億4,937万6,000円
繰 越 金 1,000万0,000円
合 計　117億8,486万7,000円

たいしん一家の今月の家計簿 先月の家計簿
給 料 1 14,304円 1 15,846円
親 か ら の 手 当 て 70,039円 69,698円
親 か ら の 援 助 69,724円 65,820円
パ ー ト 収 入 22,992円 1 5,564円
ロ ー ン（ 借 入 金 ） 3 1 ,956円 23,5 1 3円
貯 金 の 取 り 崩 し 33,427円 33,942円
繰 越 金 291円 292円
合 計 342,733円 324,675円

平成30年度一般会計予算
人 件 費 14億4,193万0,000円
扶 助 費 27億8,270万9,000円
公 債 費 9億8,265万7,000円
物件・補助費等 30億2,165万8,000円
繰 出 金 等 16億6,735万6,000円
維 持 補 修 費 2,365万4,000円
積 立 金 6億 190万5,000円
普通建設事業費 12億4,015万8,000円
そ の 他 2,284万0,000円
合 計　117億8,486万7,000円

たいしん一家の今月の家計簿 先月の家計簿
食 費 4 1,935円 42,445円
医 療 費 80,928円 76,283円
ロ ー ン 返 済 28,578円 27,409円
電気代・保険料などの生活費 87,877円 97,2 1 8円
子 ど もへの仕送り 48,491円 52,367円
車 の 修 繕 な ど 688円 1 , 1 23円
貯 金 1 7,505円 8,808円
家 の 改 築 な ど 36,067円 17,473円
予 備 費 等 664円 1 ,549円
合 計 342,733円 324,675円

太子町の家計簿
※先月の家計簿…平成29年度予算（一般会計）111億3,376万6,000円を、太子町の人口34,292人（Ｈ29.3.1現在）で割り、
　　　　　　　　町民１人あたり324,675円としています。

太子町の平成30年度予算（一般会計）117億8,486万7,000円を、太子町の人口34,385人
（Ｈ30.3.1現在）で割り、町民１人あたりに使われる342,733円を家計簿にしました。

収入（歳入）

支出（歳出）

食費（人件費）・医療費（扶助費）・ローン返済（公債費）
は「義務的経費」と呼ばれています。
義務的経費が多いと、家計に余裕がないことを意味して
います。
太子町の平成30年度一般会計予算の歳出総額に占める
義務的経費の割合は、約44％となります。

平成30年度一般会計

約118億円限られた財源の中から 安全・安心を！
●
女
性
の
た
め
の
健
康

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
事
業

●
自
殺
対
策
計
画
策
定
事
業

●
保
健
福
祉
会
館
ト
イ
レ

　

改
修
事
業

●
つ
く
も
荘
解
体
事
業

●
学
校
施
設
屋
内
運
動
場
等

　

ト
イ
レ
改
修
事
業

●
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

●
水
道
基
幹
施
設
更
新
事
業

●
公
園
遊
具
更
新
事
業

●
石
海
公
民
館
耐
震
補
強
等

　

改
修
事
業

●
文
化
会
館
舞
台
機
構

　

改
修
事
業

●
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

●
第
６
次
太
子
町
総
合
計
画

　

策
定
事
業

平
成
30
年
度
一
般
会
計

主
な
新
規
事
業

平
成
30
年
一
般
会
計
予
算
を
審

査
す
る「
予
算
委
員
会
」を
設
置

し
、3
月
13
日
か
ら
16
日
の
4

日
間
、慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
最
終
日
に
2
名
の
委
員

か
ら
討
論
が
な
さ
れ
、以
下
の

審
査
意
見
を
付
し
て
賛
成
多
数

（
委
員
長
を
除
く
委
員
6
名
）で

可
決
し
、本
会
議
に
報
告
し
た
。

予
算
委
員
会

買い物支援事業

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告
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名な
ぐ
ら
し
ろ
う

倉
嗣
朗
氏
を
副
町
長
に
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

佐さ
よ
う
け
ん
ず
い

用
顕
瑞
氏
を
人
権
擁
護
委

員
に
推
せ
ん
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

高た
か
は
し
ひ
ろ
の
ぶ

橋
宏
暢
氏
を
太
子
町
町
医

に
委
嘱
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

　

赤あ
か
ま
つ松

光み
つ
お男

氏
を
農
業
委
員
会

の
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。

　

町
立
斑
鳩
保
育
所
に
お

け
る
保
育
士
を
募
集
し

た
が
12
名
し
か
応
募
が
な

く
、16
名
の
募
集
定
員
に

達
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
減
額
で
あ
る
。

　

高
齢
者
買
い
物
支
援
事

業
で
平
成
30
年
度
末
ま
で

を
試
行
期
間
と
し
て
現
在

4
自
治
会
で
実
施
し
て
い

る
が
、モ
デ
ル
事
業
期
間

は
自
動
車
の
購
入
を
見
送

り
レ
ン
タ
カ
ー
で
実
施
す

る
た
め
減
額
す
る
。

　

当
初
予
算
で
は
80
件
を

予
定
し
て
い
た
が
、売
電

価
格
も
下
が
っ
た
こ
と
も

あ
る
の
か
現
在
20
件
し
か

申
請
が
な
い
た
め
減
額
す

る
。ま
た
今
年
度
で
設
置

補
助
金
は
終
了
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

原
勝
原
線
の
下
部
を
横

断
し
て
い
る
所
に
地
下
水

路
が
入
っ
て
い
る
が
、昨

年
の
豪
雨
以
降
土
砂
流
出

等
の
対
策
を
進
め
る
中
で

計
画
水
路
の
流
域
面
積
が

増
加
と
な
っ
た
た
め
断
面

を
大
き
く
す
る
必
要
が
あ

り
増
額
す
る
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

町
で
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
負

担
や
、
介
護
予
防
総
合
事
業
の

給
付
が
減
っ
て
き
た
こ
と
か
ら

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
据
え

置
い
て
い
る
。
ま
た
低
所
得
者

へ
の
配
慮
も
引
き
続
き
行
い
負

担
能
力
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
設
定
と
し
て
い
る
。

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
13
参
照

太
子
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

保
険
料
据
え
置
き

会　計　名 補　正　額 補正後の総額 主な内容

一 般 会 計
（第６号） △5億6,117万円 113億4,728万円 ふるさと応援寄付謝礼の減額　他

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険
（第４号） △163万円 40億5,512万円 特定健康診査等事業費の減額　他

介 護 保 険
（第４号） △1億 535万円 22億9,551万円 予防サービス費の減額　他

後 期 高 齢 者 医 療
（第４号） 2,437万円 4億1,155万円 後期高齢者医療広域連合納付金の追加　他

墓 園 事 業
（第１号） 33万円 1,488万円 一般会計繰出金の追加　他

下 水 道 事 業
（第４号） △1,042万円 18億8,290万円 利子額の確定に伴う減額　他

水 道 事 業 会 計
（第４号） 74万円 5億6,778万円 職員手当等の追加　他

繰越明許費（くりこしめいきょひ）

○個人番号カード交付事業 378万円

○保健福祉会館改修事業 500万円

○ヒナサイ山水路改修事業 559万円

○太子陸橋修繕事業 9,500万円

○総合公園整備事業 2,200万円

○JR網干駅西南土地区画整理事業 1,100万円

○龍田小学校給食用エレベーター改修事業 159万円

○斑鳩小学校給食用エレベーター改修事業 159万円

○太子東中学校給食用エレベーター改修事業 159万円

○町民体育館耐震補強・大規模改造事業 1,000万円

○給食センター施設改築事業 1億5,265万円

会計別の補正予算金額

会　計　名 予　算　額 主な内容

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 32億5,539万円（歳入）国民健康保険税
（歳出）保険給付費

6億2,343万円
22億7,783万円

介 護 保 険 22億3,878万円
（歳入）保険料

　　　支払基金交付金
（歳出）保険給付費

　　　介護サービス事業費

5億7,920万円
5億7,351万円

20億6,514万円
1,156万円

後 期 高 齢 者 医 療 4億1,938万円
（歳入）保険料

　　　一般会計繰入金
（歳出）後期高齢者医療広域連合納付金

3億1,907万円
8,856万円

4億 147万円

墓 園 事 業 1,234万円（歳出）墓園事業費 1,234万円

会　計　名 予　算　額 主な内容

企　

業　

会　

計

下
水
道
事
業

収 益 的 収 入 12億 91万円 営業収益
営業外収益等

5億3,461万円
6億6,630万円

収 益 的 支 出 13億 600万円 営業費用
営業外費用

10億2,675万円
2億4,801万円

資 本 的 収 入 ７億2,442万円
受益者負担金
他会計出資金
企業債

700万円
5億3,742万円
1億8,000万円

資 本 的 支 出 10億5,567万円 建設改良費
企業債償還金

9,661万円
9億5,806万円

水
道
事
業

収 益 的 収 入 5億2,935万円 営業収益
営業外収益等

4億2,927万円
1億 8万円

収 益 的 支 出 5億3,188万円 営業費用
営業外費用

5億1,113万円
1,755万円

資 本 的 収 入 3億1,260万円
工事負担金
企業債
投資有価証券償還受入金

10万円
1億1,250万円

2億円

資 本 的 支 出 5億4,699万円
建設改良費
企業債償還金
投資有価証券購入費

２億9,246万円
5,154万円

2億円

平成30年度　特別会計・下水道事業会計・水道事業会計当初予算

パ
ー
ト
保
育
士
賃
金

１
，１
１
０
万
円
減
額

ヒ
ナ
サ
イ
山
水
路
改
良

工
事
実
施
設
計
委
託
料
　
　
　

　
　
　  

64
万
円
増
額

自
動
車
購
入
費

３
８
１
万
円
減
額

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
金

１
７
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
補
正

平
成
29
年
度
一
般
会
計補正

予
算（
第
６
号
）

11
事
業
を

30
年
度
へ
繰
り
越
し

※
繰
越
明
許
費
と
は･･･

　

当
該
年
度
で
使
う
こ
と
が
期
間
的
に
難
し
い
場
合
に
、翌
年
度
に
繰
り
越
し

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
使
う
費
用

　

保
険
運
営
が
兵
庫
県
に
広

域
化
し
、
課
税
限
度
額
を

54
万
円
か
ら
58
万
円
に
引
き

上
げ
る
。
ま
た
、
５
割
軽
減
、

２
割
軽
減
世
帯
の
判
定
所
得

を
引
き
上
げ
、
対
象
者
を
拡

大
す
る
。

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
13
参
照

　

つ
く
も
荘
は
昭
和
45
年
か

ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
文
化
、
教
養
、
福
祉
等

の
活
動
に
利
用
さ
れ
て
き
た

が
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
性

が
な
く
、
ま
た
建
て
替
え
も

困
難
で
あ
る
た
め
、
平
成
30

年
６
月
末
で
閉
鎖
す
る
も
の
。

▼
委
員
会
審
査
Ｐ
13
参
照

太
子
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

町
か
ら
兵
庫
県
に

つ
く
も
荘
廃
止

暮
ら
し
の
中
に

　
　
　
あ
る

条
例

名倉 嗣朗氏佐用 顕瑞氏

太
子
町
副
町
長
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

町
医
の
委
嘱
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

太
子
町
立
つ
く
も
荘
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平成30年度より、下水道事業は地方公営企業法の適用により、特別会計から企業会計に変わった。

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告
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　町長の施政方針の税収の将来ビジョンに
ついて問うたが回答がなかった。人口増加
対策を盛り込んでいない。予算の見積もりが甘い。計画性の
ない思いつきで、細かいところに目が行き大きなことを見落
としている。複式簿記による会計システムになっていない。
長期財政計画の 32年先送りなどやる気のない予算である。

　学校管理備品購入費につ
いて、学校側と教育委員会
が協議した当初予算要望から、町長の独
自の判断で大幅な予算カットが明らかに
なった。子どもたちの教育環境が損なわ
れたので納得できない。

賛成

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
森田眞一議員は議長のため表決権はありません。賛否の分かれた議案等

平成30年３月定例会議決結果

議　案　名 賛
成

反
対 結果

議員別賛否一覧
吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

玉　

田　

正　

典

中　

薮　

清　

志

堀　
　
　

卓　

史

藤　

澤　

元
之
介

福　

井　

輝　

昭

平　

田　

孝　

義

吉　

田　

日
出
夫

井　

川　

芳　

昭

清　

原　

良　

典

中　

島　

貞　

次

井　

村　

淳　

子

橋　

本　

恭　

子

首　

藤　

佳　

隆

森　

田　

眞　

一

29年度
予算

墓園事業特別会計補正
予算（第１号） 14 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

30年度
予算

一般会計予算 11 3 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ × －

国民健康保険特別会計
予算 12 2 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ －

介護保険特別会計予算 13 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

下水道事業会計予算 11 3 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ －

条　例

太子町債権管理条例の制定 13 1 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

太子町手数料条例の一部を
改正する条例の制定 13 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠　× ○ ○ ○ －

太子町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定 11 3 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ －

太子町介護保険条例の一部
を改正する条例の制定 13 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －

同　意 副町長の選任につき同意を
求めること 12 2 同意 無記名投票 欠 無記名投票 －

ザ･討論

平成30年度兵庫県太子町一般会計予算

太子町債権管理条例 太子町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例

平成30年太子町介護
保険特別会計予算

平成30年度兵庫県太子町
国民健康保険特別会計予算

平成30年度兵庫県太子町
下水道事業会計予算

太子町介護保険条例の一部を改正する条例

　財政状況が悪い中、防
災減災事業、地図混乱問
題や太子東中学校の改修工事等これま
で早急に着手しなければならなかった
事業等が盛り込まれている。

　この条例には、大きな欠
陥がある。不納欠損を防止するための回収
計画を作成するという条文が明記されてい
ない。再度実効性のある条例を作成すべき
である。

　県の国保運営で統一保険料など問題
がないように見える。しかし、自治体独自の保険料
抑制や減免対策等が出来なくなる。今後保険料の大
幅値上げの可能性もある。住民の立場に立った条例
であるべきである。

　国民健康保険制度と同様
に介護保険制度も、今後の展望を考え厳
しい状況になるので、国の公費負担割合
を見直すことを国に要望していくべきで
ある。

　高齢化が進み今後さらに医療費が
増加することが考えられ、保険料が上がるのが懸念
される。個人負担が増え本来の皆保険事業の本質が
これから崩れるのではないか。

　一般会計からこれまで前処理事業に
多額の繰り入れが行われてきた。
　予算の削減も行われず町の財政悪化に大きな影響を
もたらしている。県の補助金の見直し要請、利用者負
担の増も視野に入れ検討すべきである。

　65歳以上の介護保険料負担増は高齢者の暮らしを直撃しかね
ない事態が今後起きてくる。
　地方自治体が住民の立場に立ち国に意見を具申すべきである。

井川 芳昭 議員

吉田 正之 議員
平田 孝義 議員

平田 孝義 議員

平田 孝義 議員

平田 孝義 議員

平田 孝義 議員

反対 反対

反対

反対

吉田 正之 議員

首藤 佳隆 議員

反対

反対
反対

反対

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

全員賛成で可決・承認した議案等
　　   議　案　名

条例

太子町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定め
る条例の制定

太子町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の制定

太子町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準等を定める条例の一部を改正する条例の制定

太子町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

太子町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定

太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定

地域活性化基金条例を廃止する条例の制定

太子町土地開発基金条例を廃止する条例の制定

諮問
太子町立つくも荘の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定

人権擁護委員の推せんにつき同意を求めること

同意
町医の委嘱につき同意を求めること

農業委員会の委員の任命につき同意を求めること

29
年
度
予
算

一般会計補正予算（第６号）

国民健康保険特別会計補正予算(第４号）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

下水道事業特別会計補正予算（第４号）

水道事業会計補正予算（第４号）

30
年
度
予
算

後期高齢者医療特別会計予算

墓園事業特別会計予算

水道事業会計予算

その他 町道路線の認定

条例

太子町男女共同参画プラン策定委員会条
例の制定

太子町特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定
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橋
本　

災
害
時
に
避
難
場

所
と
な
る
太
田
、
石
海
小

学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
及

び
太
子
東
中
学
校
体
育
館

横
に
設
置
し
て
い
る
屋
外

ト
イ
レ
の
改
修
内
容
と
時

期
は
。

教
育
次
長　

便
器
の
洋
式

化
・
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
・
床
面
の
ド
ラ
イ
方
式

化
・
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

行
う
。
ま
た
工
事
は
秋
頃

を
予
定
し
て
い
る
。

橋
本　

建
築
後
36
年
が
経

過
す
る
太
子
東
中
学
校
校

舎
の
、
大
規
模
改
修
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
次
長　

教
室
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
屋
上
防
水
等
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
７
月

頃
か
ら
南
棟
の
工

事
に
着
手
し
、
北

棟
の
工
事
は
31
年

度
に
行
う
。

橋
本　

建
設
よ
り
39
年

が
経
過
す
る
町
民
体
育

館
は
、
平
成
29
年
度
に
策

定
し
た
耐
震
補
強
計
画

に
基
づ
き
30
年
度
は
実

施
設
計
が
行
わ
れ
る
が
、

工
事
の
内
容
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

教
育
次
長　

吊
り
天
井
対

策
・
ト
イ
レ
・
照
明
・
空

調
設
備
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
、
災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
整
備
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
工
事
は
平
成
31

年
度
か
ら
着
手
し
、
32
年

夏
頃
終
了
を
目
標
と
し
て

い
る
。　

平
田　

給
食
セ
ン

タ
ー
候
補
地
に
つ

い
て
①
契
約
時
の

瑕
疵
担
保
責
任
は

②
汚
染
調
査
を
行

う
必
要
性
は
。

教
育
次
長　

①
相

手
側
と
十
分
話
し
合
い
を

行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

②
食
品
を
扱
う
か
ら
と
い

っ
て
法
的
に
調
査
を
す
る

必
要
は
な
い
。

平
田　

各
地
で
隠
れ
た
瑕

疵
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は

非
常
に
多
い
。
契
約
前
に

瑕
疵
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

教
育
次
長　

何
も
瑕
疵
担

保
責
任
に
つ
い
て
町
は
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
地
権
者
と
十
分
話
を

し
な
が
ら
最
終
的
に
契
約

行
為
に
つ
な
げ
て
い
く
。

地
方
再
生
の構

想
に
つ
い
て

平
田　

国
が
示
す
再
生
計

画
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
社
会

保
障
と
地
域
行
政
で
あ

り
、
経
済
再
生
と
財
政
健

全
化
を
図
り
、
地
方
創
生

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
件
に

つ
い
て
町
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

住
民
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
き
事
業
を
選
択

し
、
町
新
行
政
改
革
大
綱

に
沿
っ
て
社
会
保
障
を
含

む
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
観
点
か
ら
、
事
務
執
行

の
迅
速
化
、
効
率
化
を
図

り
町
総
合
戦
略
に
よ
り
地

方
創
生
を
推
進
す
る
。

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録をご覧ください。

質問者 質　問 掲載頁

平田　孝義
給食センター建設計画どの様に考えているの

P8
地域経済の実態を捉え、再生をどう目指すのか

吉田　正之

平成30年度予算で重点的をおいたのは何か、給食センターの建設予算が無いが

P9

給食センターの土地買収について

償却資産税減税のための条例改正は行うのか

会計処理を完全な複式簿記に移行すべき

マイナンバーを住民税通知書に不記載確認について

橋本　恭子 町長施政方針より・老朽施設の改修計画を問う

吉田　日出夫

今後の財政基盤確保をどの様に考えているのか

P10

給食センター改修は計画通り進んでいるのか

副町長人事はいつ明確になるのか

井村　淳子

全ての子どもに質の高い幼児教育が受けられるよう取り組んでほしい

結婚新生活支援事業費補助金の活用で若者に選ばれる町へ

就学援助でのかばんや制服の購入費を来春から入学前に支給ができるようにするべきだ

みんなに読んでもらえる「子育てガイドブック」の作成を

何に使うの？ふるさと応援基金

福井　輝昭 取り戻せ賑わいのある斑鳩寺の春会式

P11
中島　貞次

町職員および学校現場での心肺蘇生及びAED使用の研修教育の実態は

給食センター改築はいつになるのか

※
瑕
疵
担
保
責
任
と
は
…

　

 

売
買
な
ど
の
契
約
時
に
、
簡
単
に
発

見
で
き
な
い
よ
う
な
瑕
疵 (

欠
陥) 

が
あ

っ
た
場
合
、
売
主
が
買
主
に
対
し
て
負

わ
ね
ば
な
ら
な
い
担
保
責
任
の
こ
と
。

問

答

予算編成で重点を置いたのは

防災対策の強化を図る

吉
田　

平
成
30
年
度
予
算

で
町
長
が
最
も
重
点
に
置

い
た
政
策
は
。

町
長　

住
民
ニ
ー
ズ
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
昨
年
の

台
風
被
害
、
地
震
へ
の
備

え
な
ど
防
災
体
制
の
強
化

を
進
め
る
。
具
体
的
に
は

雨
水
幹
線
整
備
、
ヒ
ナ
サ

イ
山
排
水
路
改
修
、
防
災

無
線
の
整
備
な
ど
を
行
う
。

税
制
の
条
例
改
正
は

吉
田　

新
規
取
得
償
却
資

産
の
税
額
の
条
例
改
正
を

条
件
と
し
て
３
年
間

100
％

減
額
す
る
と
の
税
制
改
正

が
行
わ
れ
る
が
当
町
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か
。経

済
建
設
部
長　
　

　

条
例
を
改
正
し

て
100
％
減
額
す
る

事
を
考
え
て
い
る
。

複
式
簿
記
の
導
入
は

吉
田　

財
政
改
革
の
観
点

か
ら
も
日
々
仕
訳
に
よ
る

複
式
簿
記
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

財
政
課
長　

日
々
仕
訳
の

シ
ス
テ
ム
の
費
用
面
も
合

わ
せ
て
研
究
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問
題

吉
田　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

漏
洩
し
た
事
件
が
各
地
で

起
き
て
い
る
が
当
町
は
問

題
な
い
か
。

総
務
部
長　

当
町
で
は
漏

洩
事
件
は
起
き
て
い
な
い
。

法
令
等
に
従
い
適
切
に
対

応
す
る
。

吉田 正之 議員

問

答

給食センター土地購入には
　　　※瑕

か し

疵担保責任に注意が必要
地権者と十分に話をする

平田 孝義 議員

問

答

老朽施設の安全対策はどうする

安心安全の避難場所として整備する

橋本 恭子 議員

太子東中学校 給食センター配送車

マイナンバー PRキャラクター
マイナちゃん

本会議2日目（3月5日）の一般質問に7人の議員が登壇し、町執行機関に対し行政の在り方など議論が行われた。

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告
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吉
田　

施
政
方
針

で
財
政
基
盤
の
強

化
を
行
う
と
言
っ

て
い
る
が
、
具
体

的
に
何
を
行
い
ど

の
よ
う
な
効
果
を

期
待
で
き
る
の
か
。

町
長　

歳
入
確
保
に
係
る

職
員
提
案
を
行
っ
た
。
重

複
す
る
内
容
も
あ
る
が
59

件
の
提
案
が
あ
っ
た
。
内

容
を
精
査
し
検
討
を
重
ね

歳
入
確
保
の
た
め
の
た
た

き
台
作
り
を
進
め
る
。

職
員
提
案
に
よ
り
少
し
で

も
歳
入
の
確
保
が
図
れ
る

と
同
時
に
職
員
に
財
政
面

の
意
識
づ
け
を
期
待
し
て

い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定

に
つ
い
て

吉
田　

全
体
的
な
工
程
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

当
初
の
予
定

で
は
平
成
32
年
4
月
の
稼

働
を
目
指
し
て
い
た
が
、

31
年
度
の
予
算
計
上
と
な

る
と
竣
工
を
32
年
6
月
ご

ろ
、
稼
働
を
32
年
2
学
期

か
ら
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

副
町
長
人
事
に
つ
い
て

吉
田　

副
町
長
不
在
で
執

務
は
遂
行
可
能
か
。
ま
た

提
案
は
い
つ
か
。

町
長　

私
を
初
め
各
部
次

長
が
そ
の
任
を
務
め
て
い

る
。
今
、
議
会
の
同
意
が

得
ら
れ
る
よ
う
人
選
を
進

め
て
い
る
。

問

答

斑鳩寺の春会式の賑わいを
取り戻すには

就学援助で入学前支給を求める

近隣市町と足並みを揃えたい

井
村　

経
済
的
に

苦
し
い
世
帯
の
子

ど
も
が
、
小
中
学

校
に
入
学
す
る
時

の
学
用
品
購
入
費

を
入
学
前
に
支
給

す
る
自
治
体
が
大

幅
に
増
え
て
い

る
。
近
隣
で
は
上
郡
町
が

今
春
入
学
の
児
童
生
徒
か

ら
実
施
し
た
。
今
後
の
町

の
考
え
方
を
問
う
。

教
育
次
長　

国
が
要
保
護

児
童
・
生
徒
の
規
程
を
拡

充
し
た
の
で
、
兵
庫
県
下

で
実
施
す
る
市
町
が
増
え

て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
入
学
前
と
入
学
後
の
認

定
結
果
が
異
な
っ
た
場
合

の
対
応
や
、
保
護
者
へ
の

支
払
方
法
、
支
給
後
に
町

外
へ
転
出
し
た
場
合
の
返

還
の
有
無
な
ど
制
度
設
計

の
検
討
は
進
め
て
い
る
。

転
出
入
の
多
い
姫
路
市
や

た
つ
の
市
な
ど
と
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
検
討
し

足
並
み
を
そ
ろ
え
た
い
。

井
村　

経
済
的
な
事
情
で

必
要
な
学
用
品
を
そ
ろ
え

ら
れ
な
い
ま
ま
入
学
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
来
春
の

実
施
を
期
待
す
る
。

次
年
度
は
何
に
使
う
？

井
村　

ふ
る
さ
と
応
援

基
金
の
活
用
内
容
と
活

用
額
は
。

総
務
部
長　

活
用
事
業

で
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
公
園

遊
具
の
更
新
、
ヒ
ナ
サ
イ

山
水
路
改
修
、
岩
見
の

里
営
農
組
合
へ
の
大
型

機
械
導
入
支
援
等
に
約

４
千
８
百
万
円
活
用
す
る
。

井村 淳子 議員

問

答 魅力アップを図っていくことである

福
井　

年
々

寂
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
斑

鳩
寺
の
春
会

式
に
つ
い
て

問
う
。

①
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

②
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
組
が
考
え
ら
れ
る
か
。

③
地
域
の
活
性
化
や
伝
統

行
事
の
存
続
又
太
子
町
を

発
信
し
て
い
く
大
き
な
財

産
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

れ
を
守
り
育
て
て
い
く
事

は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

経
済
建
設
部
長　

①
地
域

の
観
光
振
興
や
文
化
の
承

継
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
等
で
又
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
発

信
に
努
め
て
い
き

た
い
。

③
２
０
２
１
年
斑

鳩
寺
の
庫
裏
の
工

事
の
完
了
と
聖
徳

太
子
没
後
１
４
０
０
年
に

向
け
て
開
催
さ
れ
る
会
式

等
町
内
外
に
発
信
し
、
ふ

る
さ
と
意
識
の
高
揚
や
住

民
の
ふ
る
さ
と
回
帰
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

福
井　

町
・
商
工
会
・
斑

鳩
寺
な
ど
関
係
団
体
で
会

式
を
盛
り
上
げ
る
協
議
会

な
ど
で
き
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

団
体
の

立
ち
上
げ
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
斑
鳩
ふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中

心
に
自
治
会
も
含
め
た
中

で
斑
鳩
寺
が
主
体
と
な
っ

て
考
え
て
頂
き
、
町
と
し

て
も
で
き
る
限
り
協
力
し

て
い
き
た
い
。

福井 輝昭 議員

広報たいし（平成元年 3月号）

問

答

新給食センターの完成はいつになるのか

平成32年2学期から稼働したい

中
島　

給
食
セ
ン
タ
ー
改

築
の
経
緯
を
問
う
。

教
育
次
長　

現
セ
ン
タ
ー

は
昭
和
48
年
1
月
に
建
設

さ
れ
開
設
後
45
年
が
経
過

し
た
。
建
物
及
び
設
備
の

老
朽
化
が
激
し
く
、
不
具

合
や
故
障
が
よ
く
起
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
大
規
模

地
震
へ
の
耐
震
性
が
な
く

心
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
衛

生
管
理
の
面
で
も
、
平
成

8
年
に
病
原
性
大
腸
菌
Ｏオ

ー

１
５
７
に
よ
る
集
団
食
中

毒
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
新
た
な
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
が
出
来
た
。
そ

こ
で
、
安
全
で
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
に
、

新
た
な
衛
生
管
理
基
準
等

に
適
合
し
た
給
食
セ
ン
タ

ー
を
建
設
す
る
方
針
に
な

っ
た
。
平
成
20
年

3
月
に
給
食
セ
ン

タ
ー
基
本
構
想
を

策
定
し
、
そ
の
後

内
容
を
一
部
見
直

し
な
が
ら
現
在
、

用
地
購
入
の
交
渉

や
基
本
設
計
策
定

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
中
島　

新
給
食
セ
ン
タ
ー

の
概
要
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

建
物
は
、
鉄

骨
造
一
部
2
階
建
て
で
、

床
面
積
は
約
２
，０
０
０

㎡
、
４
，０
０
０
食
対
応

の
フ
ル
ド
ラ
イ
仕
様
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
調

理
室
を
備
え
た
給
食
セ

ン
タ
ー
を
予
定
し
て
い

る
。
平
成
32
年
2
学
期

か
ら
稼
働
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

中島 貞次 議員

※
就
学
援
助
制
度
と
は
…

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
教
育
費
の
支
出

が
困
難
な
方
に
、
所
得
に
応
じ
て
学
用

品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
。

※
3
月
26
日
の
定
例
会
最
終　
　
　

　

日
に
お
い
て
、
副
町
長
人　

　

事
案
件
が
上
程
さ
れ
同
意

　

さ
れ
た
。

太子東中学校の入学用品

問

答

財政基盤強化の効果は

歳入の確保と意識づけだ

吉田 日出夫 議員

築45年の給食センター

給食センター厨房機器

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告
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本
年
度
の
課
題
調
査
項

目
「
町
立
墓
園
（
太
子
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
）
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
の
終
了

報
告
に
向
け
、
各
委
員
よ

り
提
出
さ
れ
た
意
見
を
正

副
委
員
長
で
ま
と
め
た
。

そ
の
案
を
も
と
に
委
員
協

議
を
行
い
、
意
見
が
あ
っ

た
箇
所
に
つ
い
て
、
２
月

の
委
員
会
で
最
終
調
整
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

終
了
報
告
に
つ
い
て
最

終
確
認
を
行
い
、
一
部
文

言
訂
正
を
し
、
３
月
定
例

会
で
終
了
報
告
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
た
。

①
町
内
自
治
会
墓
地
の
使

用
状
況
お
よ
び
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
の
意
向
調

査
を
早
急
に
行
い
、
墓
地

需
要
動
向
の
的
確
な
把
握

に
努
め
る
こ
と
。

②
太
子
町
に
お
い
て
も
、

墓
地
利
用
者
に
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
か
な
ど
他
市
町
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
調
査
す

る
こ
と
。

③
太
子
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
公
園

墓
地
と
し
て
良
好
な
環
境

に
あ
り
、
立
地
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
健
全

運
営
の
た
め
に
も
町
外
へ

の
使
用
許
可
枠
拡
大
の
検

討
や
、
２
０
１
９
年
10
月

の
消
費
税
増
税
前
に
は
広

告
媒
体
を
増
や
す
な
ど
、

周
知
の
徹
底
を
行
い
さ
ら

な
る
販
売
促
進
に
努
め
る

こ
と
。

　

条
例
10
件
、
特
別
会
計

４
件
の
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案

を
可
決
し
、
本
会
議
へ
報

告
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
県
が

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

な
り
市
町
ご
と
の
納
付
金

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

県
は
給
付
費
に
必
要
な
費

用
の
全
額
を
市
町
に
交
付

金
と
し
て
支
払
う
仕
組
み

へ
見
直
さ
れ
た
。

問　

課
税
限
度
額
58
万
円

引
き
上
げ
（
現
行
54
万

円
）
は
県
内
統
一
か
。

答　

２
年
ぶ
り
に
引
き
上

げ
ら
れ
県
内
40
市
町
が
同

様
に
改
正
し
て
い
る
。

問　

平
成
30
年
度
は
３
年

ご
と
の
見
直
し
の
年
で
あ

る
が
、
保
険
料
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　

県
内
の
数
市
町
は
同

額
で
多
く
は
上
昇
す
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
太
子
町

は
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
予
防

給
付
の
伸
び
が
減
っ
て
き

て
お
り
保
険
料
は
据
え
置

き
で
あ
る
。

問　

①
閉
館
に
つ
い
て
利

用
者
へ
の
周
知
は
。

②
解
体
工
事
の
時
期
は
。

答
　
①
条
例
可
決
後
つ
く

も
荘
に
「
お
知
ら
せ
」
を

掲
示
し
、
４
月
上
旬
頃
に

利
用
し
て
い
る
団
体
等
の

代
表
者
に
、
他
に
利
用
で

き
る
会
場
や
料
金
等
の
情

報
を
含
め
丁
寧
な
説
明
を

行
う
。

②
秋
か
ら
冬
を
予
定
し
て

い
る
が
、
中
学
校
・
公

園
・
児
童
館
・
近
隣
住
民

等
へ
の
騒
音
や
安
全
面
な

ど
課
題
が
あ
り
模
索
中
で

あ
る
。

問　

①
太
子
町
の
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
。

②
平
成
30
年
度
の
保
険

税
は
。

答　

①
平
成
28
年
度
は

36
万
３
，４
７
４
円
で
あ
る
。

②
29
年
度
に
税
率
改
正
を

し
て
お
り
試
算
の
結
果
、

前
年
の
繰
越
金
を
投
入
す

る
こ
と
で
改
正
せ
ず
に
現

行
通
り
で
あ
る
。

問
　
地
域
密
着
型
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額
の

理
由
は
。

答　

要
介
護
１
か
ら
５
の

人
数
は
今
後
も
増
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
と
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
欠
か

せ
な
い
定
期
巡
回
随
時
対

応
型
介
護
看
護
が
開
始
さ

れ
る
た
め
。

　

防
災
力
の
強
化

問　

全
自
治
会
の
自
主
防

災
組
織
の
活
動
実
績
は
。　

答　

自
主
防
災
組
織
活
動

等
報
告
書
に
よ
る
調
査
や

聞
き
取
り
等
を
行
っ
た
。

問　

自
主
防
災
組
織
数
は
。

答　

自
治
会
数
と
同
じ
で

67
で
あ
る
。

問　

災
害
時
要
支
援
者
情

報
の
共
有
に
つ
い
て
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

災
害
要
支
援
者
情
報

は
、
消
防
機
関
、
自
主
防

災
組
織
、
民
生
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
支
援
者
（
近
所
の
方

2
名
登
録
）
に
提
供
さ
れ

て
い
る
。

問　

避
難
経
路
が
道
路
冠

水
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
あ

る
の
か
。

答　

太
子
西
中
学
校
周
辺

で
あ
る
。

問　

災
害
へ
の
意
識
付
け

や
防
災
意
識
の
向
上
を
ど

う
す
る
の
か
。

答　

出
前
講
座
を
実
施
し

て
お
り
、
昨
年
末
現
在
、

５
団
体
２
９
５
名
が
受
講

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
ふ
ま

え
、
定
例
会
に
向
け
終
了

報
告
に
つ
い
て
最
終
確
認
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
次
の
提

言
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

①
様
々
な
情
報
伝
達
方
法

に
つ
い
て
調
査
、
研
究
し
、

住
民
に
周
知
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

②
自
治
会
ご
と
の
自
主
防

災
組
織
単
位
で
、
防
災

知
識
の
普
及
啓
発
、
防
災

訓
練
や
地
域
の
防
災
安
全

点
検
の
実
施
（
危
険
箇
所

の
把
握
・
転
検
）、
防
災

資
機
材
の
備
蓄
（
防
災

用
品
、
食
料
、
水
の
備
蓄

等
）
の
確
保
や
地
域
ご
と

の
防
災
計
画
（
避
難
の
あ

り
方
・
場
所
の
見
直
し
確

認
・
福
祉
避
難
所
等
）
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
、「
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」

や
「
地
域
防
災
カ
ル
テ
」

の
作
成
を
指
導
し
支
援

す
る
こ
と
。

③
子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災

意
識
を
育
て
高
め
る
た
め
、

防
災
教
育
を
各
小
中
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
年
に
１
回

以
上
、
必
ず
取
り
組
む
よ

う
指
導
・
支
援
す
る
こ
と
。

条
例
４
件
の
審
査
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
本
会
議
へ
報
告
し

た
。

問　

委
員
の
男
女
比
率
は
。

答　

特
に
決
め
て
い
な

い
。
女
性
の
意
見
を
考
慮

し
人
数
配
分
を
行
う
。

問　

他
町
と
し
て
条
例
制

定
し
て
い
る
の
は
。

答　

多
可
町
、
市
川
町
、

福
崎
町
で
あ
る
。

問　

滞
納
整
理
台
帳
を
も

と
に
債
権
を
確
保
し
て
い

た
が
、
こ
の
条
例
と
の
違

い
は
。

答　

特
に
直
接
関
係
は

な
い
。
ほ
か
の
法
令
等
で

明
記
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
あ
っ
た
た
め
条
例

の
一
部
に
台
帳
整
備
を

明
確
に
し
た
。

問　

回
収
に
つ
い
て
の
条

例
化
は
。

答　

回
収
は
各
債
権
の
法

律
で
行
っ
て
い
る
の
で
条

例
化
は
必
要
な
い
。

問　

債
権
の
種
類
は
。

答　

町
税
、
国
保
税
、
保

育
料
、
下
水
道
、
水
道
使

用
料
等
で
あ
る
。

問　

基
金
の
こ
れ
ま
で
の

運
用
実
績
は
。

答　

国
か
ら
の
補
助
金
１
，

９
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

そ
の
使
い
道
は
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
、
学

校
図
書
館
図
書
購
入
、
別

室
少
人
数
指
導
事
務
、
図

書
館
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

で
あ
る
。

問　

こ
の
基
金
の
目
的
は
。

答　

公
用
も
し
く
は
公
共

用
に
使
う
土
地
ま
た
は
、

公
共
の
利
益
の
た
め
に
取

得
す
る
必
要
の
あ
る
土
地

を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る

た
め
の
基
金
で
あ
る
。

１
月
10
日

３
月
8
日

2
月
14
日

●
委
員
会
と
し
て
の
提
言

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

課
題
調
査

太
子
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

太
子
町
立
つ
く
も
荘
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成
30
年
度
兵
庫
県
太

子
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
◆

住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

　
　
　
　
稼
働
率
を
上
げ
よ
！

●
主
な
質
疑
応
答

補
足
説
明

太
子
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
30
年
度
兵
庫
県
太

子
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

１
月
11
日

３
月
12
日

２
月
8
日

●
委
員
会
と
し
て
の
提
言

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

課
題
調
査

太
子
町
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
条
例

太
子
町
債
権
管
理
条
例

太
子
町
土
地
開
発
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

地
域
活
性
化
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

防
災
力
強
化
で
住
民
に

　
　
　
　
　
　
　
安
全
安
心
を

6月末で閉館となるつくも荘

太子町洪水ハザードマップ

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告
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各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
終
了
報
告
書
を
基
に
、

正
副
委
員
長
が
ま
と
め
、

案
を
作
成
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
に
策
定

し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
５
年
経
過
す
る
た
め
、

見
直
し
が
行
わ
れ
、
経
営

戦
略
を
新
た
に
策
定
し

た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
、
料
金
改
定

率
を
10
％
以
下
に
抑
え
る

等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
財
政
計
画
を
策
定

し
た
。

　

終
了
報
告
に
つ
い
て
一

部
文
言
訂
正
を
行
い
報
告

書
を
完
成
さ
せ
た
。ま
た
、

３
月
定
例
会
で
終
了
報
告

を
行
う
こ
と
に
し
た
。

①
太
子
町
商
工
会
や
認
定

支
援
機
関
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
育
成
に

努
め
る
こ
と
。

②
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
や
創
業
・
起
業
を
目

指
す
人
へ
の
相
談
体
制
の

整
備
充
実
、
ま
た
、
情
報

交
換
・
連
携
を
目
的
に
、

町
・
観
光
協
会
や
商
工

会
・
金
融
機
関
及
び
他
の

支
援
機
関
や
地
域
団
体
と

の
定
期
的
な
交
流
に
努
め

る
こ
と
。

③
創
業
・
起
業
に
係
る
立

ち
上
げ
経
費
や
小
規
模
事

業
者
の
一
定
の
事
業
へ
の

補
助
金
の
新
設
や
小
規
模

企
業
対
策
振
興
条
例
の
制

定
な
ど
を
検
討
し
、
起
業

支
援
制
度
等
の
充
実
、
拡

充
に
努
め
る
こ
と
。

④
中
小
企
業
庁
が
行
っ
て

い
る
事
業
承
継
・
下
請

け
・
Ｉ
Ｔ
導
入
な
ど
小
規

模
事
業
者
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
や
取
組
に
対
す
る

支
援
・
施
策
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
周
知

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

⑤
太
子
北
イ
ン
タ
ー
及
び

周
辺
の
流
通
業
務
施
設
区

域
に
逆
転
的
な
方
向
性
と

活
路
を
見
い
出
し
、
思
い

切
っ
た
促
進
課
を
立
ち
上

げ
、
早
急
に
土
地
利
用
支

援
策
の
拡
大
を
図
り
、
町

に
税
が
落
ち
る
仕
組
み
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
。

　

施
設
投
資
に
係
る
新
た

な
固
定
資
産
税
特
例
に
つ

い
て
産
業
経
済
課
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。

現
在
国
が
中
小
企
業
の
生

産
性
向
上
の
実
現
に
向
け

て
設
備
投
資
を
支
援
す
る

た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら

３
年
間
の
時
限
を
設
け
臨

時
措
置
法
を
制
定
し
、
償

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
の
特
例
を
講
ず
る
形
で

進
め
て
い
る
。

　

特
別
会
計
予
算
２
件
、

町
道
路
線
の
認
定
の
審
査

を
行
っ
た
。

問　

原
浄
水
費
で
兵
庫
県

企
業
庁
か
ら
の
受
水
は
全

体
の
何
％
か
。

答　

概
ね
15
％
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
、
本
会
議
に

報
告
し
た
。

問　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
計
算
書
で
１
億
円

資
金
が
減
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
運
営
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

答　

今
ま
で
、
町
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
を
満
額

受
け
て
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
今
回
か
ら
財
務
諸
表

が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を

基
に
今
後
の
運
営
を
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
、
本
会
議
に

報
告
し
た
。

【
反
対
討
論
】

平
田
委
員

　

下
水
道
事
業
に
一
般
財

源
か
ら
多
額
の
繰
入
が
あ

り
、
税
の
負
担
に
つ
い
て

町
民
の
公
平
性
か
ら
余
り

に
矛
盾
が
大
き
す
ぎ
る
。

問　

道
路
の
費
用
負
担
を

求
め
る
時
、
土
地
取
得
に

要
す
る
費
用
額
は
ど
う
な

る
の
か
。　

答　

道
路
も
町
の
指
定
す

る
舗
装
構
成
に
し
、
側
溝

設
置
も
開
発
行
為
の
１
つ

の
条
件
と
し
て
開
発
区
域

に
入
れ
て
お
り
、
工
事
費

は
全
て
事
業
者
負
担
と
な

っ
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
、
本
会
議
に

報
告
し
た
。

町道路線認定

1
月
9
日

2
月
6
日

3
月
9
日

3
月
9
日

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

課
題
調
査

行
政
報
告

行
政
報
告

付
託
案
件
審
査

課
題
調
査

◆
経
済
建
設
常
任
委
員
会
◆

町
の
産
業
政
策
の

　
　
　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
て

町
道
路
線
の
認
定

平
成
30
年
度
下
水
道

事
業
会
計
予
算

平
成
30
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

●
委
員
会
と
し
て
の
提
言

　

議
員
報
酬
は
議
員
定
数

と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
の
で

は
な
く
、
も
う
少
し
議
論

を
重
ね
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
た

め
、
各
委
員
か
ら
意
見
を

確
認
し
委
員
定
数
の
み
を

審
査
し
た
。

　

よ
っ
て
議
員
定
数
は
1

人
削
減
し
15
人
と
す
る
こ

と
に
決
し
た
。

　

議
員
報
酬
と
常
任
委
員

会
数
に
つ
い
て
協
議
し
審

査
し
た
。

　

よ
っ
て
議
員
報
酬
は

現
状
維
持
と
し
、
常
任
委

員
会
数
は
2
常
任
委
員

会
と
す
る
こ
と
と
し
委

員
会
構
成
等
は
議
会
運

営
委
員
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
決
し
た
。

　

最
終
報
告
書
作
成
に
あ

た
り
、
委
員
よ
り
次
の
意

見
が
あ
っ
た
。
①
十
分
な

議
論
を
し
な
い
ま
ま
採
決

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

部
の
議
員
が
大
き
な
不
満

を
残
す
結
果
に
な
っ
た
。

②
議
員
報
酬
な
ら
び
に
議

員
定
数
の
議
論
は
議
会
改

革
と
セ
ッ
ト
で
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

特
別
委
員
会
立
ち
上
げ
時

に
運
営
方
法
と
協
議
内
容

に
つ
い
て
は
確
認
済
み
と

し
、
あ
ら
た
め
て
今
回
の

協
議
事
項
は
1
年
後
の
町

議
会
議
員
選
挙
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
も
早

急
に
結
論
を
出
し
た
と
の

共
通
認
識
を
行
っ
た
。
ま

た
、
議
会
改
革
の
必
要
性

は
十
分
承
知
し
て
お
り
今

後
も
協
議
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

今
後
予
想
さ
れ
る
「
人

口
減
少
」
及
び
「
財
政
規

模
の
縮
小
」
は
極
め
て
困

難
な
課
題
で
あ
り
、
太
子

町
が
単
独
で
維
持
す
る
た

め
に
は
、
よ
り
一
層
の
効

率
的
な
行
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
定
数
と

報
酬
の
相
関
性
は
議
会

費
で
あ
り
、
行
財
政
に
与

え
る
大
き
な
変
動
を
避

け
、
報
酬
は
現
状
維
持
と

し
た
。

そ
れ
で
も
太
子
町
議
会

は
「
先
ず
隗
よ
り
も
始
め

よ
」
の
精
神
で
、
定
数
は

自
ら
の
身
を
切
る
１
人
削

減
と
し
た
。
今
回
の
定
数

削
減
を
し
た
こ
と
で
、
議

会
の
活
動
が
停
滞
す
る
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
本
末

転
倒
で
あ
る
。

今
後
は
、
太
子
町
議
会
の

議
員
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
自
覚
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
で

議
員
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
肝
要
と
な
る
。
ま

　

２
月
２
日
に
第
6
回
西

播
磨
３
町
議
会
合
同
議
員

研
修
会
が
、
上
郡
町
生
涯

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

姫
路
市
地
方
創
生
推
進

室　

福
田
宏
二
郎
氏
を
講

師
に
招
き
、
連
携
中
枢
都

市
圏
構
想
に
お
け

る
現
在
の
取
り
組

み
と
今
後
の
展
望

を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
い
た
。

　

人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
に
お
い

て
、
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
、
経
済

を
け
ん
引
し
て
い

く
の
に
ふ
さ
わ
し

い
地
域
の
あ
り

方
、
ま
た
議
会
の

役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え

た
。
今
回
の
研
修
内
容
を

活
か
し
、
西
播
磨
の
発

展
、
よ
り
よ
い
太
子
町
と

な
る
よ
う
努
力
し
、
３
町

が
今
以
上
に
手
を
携
え
議

会
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

３
月
26
日

２
月
23
日

１
月
26
日

協
議
内
容

協
議
内
容

協
議
内
容

◆
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
◆

「
先
ず
隗
よ
り
も
始
め
よ
」
の

　
　
精
神
で
、
定
数
１
人
削
減

賛成
人数

１名削減 ７名

２名削減 ５名

賛成
人数

現状維持 10名

増額 ３名

賛成
人数

現状維持の4常任委員会 ４名

1削減の3常任委員会 １名

2削減の2常任委員会 ８名

■採決結果

■採決結果
■採決結果

議
員
定
数
に

つ
い
て
の
採
決

議
員
報
酬
に

つ
い
て
の
採
決

常
任
委
員
会
数
に

つ
い
て
の
採
決

西播磨3町議会研修会

西
播
磨
3
町
議
会
全
員
で
研
修

▼
委
員
会
の
思
い

た
、
定
数
削
減
で
終
わ
る

わ
け
で
は
な
い
。

太
子
町
議
会
の
機
能
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
不
断
の
努
力

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
な
お
、
意
見

の
あ
っ
た
そ
の
他
の
議
会

改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
議
会
運
営
委
員
会
等
で

協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
終
了

し
た
。

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

ザ
・

討

論

一

般

質

問

３
月
定
例
会

議

決

結

果

委
員
会
報
告
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議会傍聴に
お越しください！

6月定例会予定
・6月  1日（金）【第1日／提案説明】
・6月  4日（月）【第2日／一般質問】
・6月  6日（水）【第3日／議案質疑】
・6月18日（月）【第4日／討論・採決】

　6月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する場
合がありますので、正式日程はホームページまたは議会
事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

　
　
　
　
　
　

◆
編
集

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長　

堀　
　

卓
史

副
委
員
長　

吉
田　

日
出
夫

委　
　

員　

井
村　

淳
子

　
　
〃　
　

中
島　

貞
次

　
　
〃　
　

清
原　

良
典

　

桜
の
花
の
咲
く
こ
ろ
は

　

う
ら
ら　

う
ら
ら
と　

　

日
は
う
ら
ら　

…
…

　

野
口
雨
情
の
詩
情
あ
ふ
れ
る　

「
春
の
う
た
」
の
一
節
で
す
が
年

に
一
度
の
花
見
の
季
節
が
お
と
ず

れ
、
仲
間
と
の
お
い
し
い
お
酒
を

楽
し
ま
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

来
年
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
く
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
　

　
　
　
　
　

 （
吉
田
日
出
夫　

記
）

編
集
後
記

「声」「声」

議会だよりを読んでのご感想など�

お聴かせください。

あなたの　　　を

お聴かせください

お問い合わせは 太子町議会事務局 まで

ど
ん
な
子
ど
も
で
し
た
か

　
小
学
生
の
時
は
お
太
子
さ

ん
で
友
達
と
鬼
ご
っ
こ
や
か
く

れ
ん
ぼ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
人
で
物
を
作
る
の
も
好

き
で
し
た
ね
。か
ま
ぼ
こ
板
と

引
き
戸
の
車
輪
で
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
を
自
作
し
、一
瞬
で

壊
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

美
術
の
世
界
に
入
っ
た

き
っ
か
け
は

　
中
学
時
代
か
ら
絵
を
描
き

始
め
、姉
の
影
響
で
龍
野
実
業

高
校
デ
ザ
イ
ン
科
に
進
学
し
、

そ
こ
で
出
会
っ
た
教
育
実
習

の
先
生
に
陶
芸
な
ど
美
術
の

魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
芸
術
家
の
先

輩
に「
作
家
で
あ
り
続
け
る
事
」

を
教
わ
り
28
才
で
初
め
て
個
展

を
開
き
、い
ろ
ん
な
人
と
出
会

っ
て
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

太
田
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
き
っ
か
け
は

　
地
域
に
恩
返
し
の
つ
も
り

で
太
田
小
学
校
に
絵
を
寄
贈

し
ま
し
た
。そ
の
際
、た
だ
贈

る
だ
け
で
な
く
美
術
に
触
れ

て
も
ら
い
た
い
と
言
う
思
い

か
ら
、こ
の
春
に
卒
業
す
る
6

年
生（
平
成
29
年
度
卒
業
生
）

に「
命
の
形
と
色
」を
テ
ー
マ

に
6
年
間
使
っ
て
き
た
画
材

で
好
き
な
よ
う
に
描
い
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も

会
話
を
重
ね
る
と
次
第
に
集

中
し
て
描
き
始
め
、そ
れ
ぞ
れ

の「
命
」が
で
き
大
変
満
足
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

和
に
な
っ
て
つ
な
が
る
命
の
授
業

太
子
町
在
住

山
口  

謙
二 

氏 

主な経歴
大阪芸術大学卒業
1991年　　  兵庫県新鋭作家12人展（姫路）
1992年　　  第18回日仏現代美術展（ﾊﾟﾘ／東京）
2001年　　  太子町立太子西中学校新校舎作品寄贈
　　　　　  姫路文化団体連合協議会「黒川録朗賞」受賞
2002年　　  壁画制作（網干自動車教習所）
2005年　　  第27回姫路市芸術文化賞「芸術賞」受賞
2011年　　  KIAF/11（KOREAｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｱｰﾄﾌｪｱ）
2012年　　  ART SHOW（ﾌﾗﾝｽ ﾊﾟﾘ）・WORK SHOP（ﾗｵｽ ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ）
2013年　　  ART SANTAFE(ｻﾝﾀﾌｪｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ ｱﾒﾘｶ)
2018年3月　太子町立太田小学校作品寄贈　6年生ワークショップ山口  謙二 氏

今
回
の
表
紙
写
真
は
太
田
小

学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

風
景
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


